
編集後記

本号では，Society5.0超スマート社会に向けた各
学会の取り組みにおける特集論文を３件掲載した．
岩田氏は，バーチャルリアリティ(VR)研究の経緯
を追う中で，科研費の重点領域として「人工現実
感」が採択されたことが大きな転換点になったこ
と，また，日本 VR学会のユニークな取組として，
国際学生対抗VRコンテストを立ち上げ「失禁体験
マシン」が意外にも大人気となったことを紹介いた
だいた．椿氏は，TQM活動を学術から支援するこ
とを目的に，日本品質管理学会が創設され，PDCA
サイクルやQCサークル，田口メソッド，方針管理，
品質機能展開，品質論など，日本から生まれ国際
化した成果を示し，現在進行中の「Qの SHINKA」
活動を説明いただいた．高橋氏は，行動経済学が人
間の意思決定における合理性について研究するも
のであり，最近のニューロエコノミクス研究では，
サイバー技術が新たな「スマホ中毒」などのリス
クをもたらしていることを紹介いただいた．
２件の解説論文では，未来洞察活動について鷲

田・七丈・粟田氏から，防災対策手法について三浦
氏からそれぞれ解説いただいた．鷲田氏らは，ホラ
イゾン・スキャニング法を中心に各国の未来洞察活
動の状況を網羅的に紹介している．三浦氏は，最
新の防災技術を各地域に届ける活動として取り組
まれている地域防災Webについて，効果的な対策
を行う実践事例を紹介している．原著論文，西村・
内田両氏による，「悲観と楽観の交織」では，人口
減少という「悲観」と地方創生という「楽観」を，
コミュニティ・マトリックスという新たな手法を用
いて分析し，解決の方向性を導こうとする取り組
みを提案している．
この編集後記は，第 9回横幹コンファレンスの
会場で執筆している．今年も，横幹らしい幅広い
テーマに対して一貫した手法で取り組んだ研究成
果が多数発表されている．会誌編集委員会では，こ
のような研究成果を横幹論文としてできるだけ早
く出版するために，現在，早期公開制度の新たな
導入に取り組んでいる．多く方からの「横幹」への
原著論文の投稿をお待ちしている．

会誌編集副委員長　　倉橋節也

【特定非営利活動法人　横断型基幹科学技術研究団体連合（横幹連合）】
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横断型基幹科学技術推進協議会  
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＜過去のフォーラム実績＞ 
第 31 回 企業における事業継続計画(BCP)の必要性 

第 32 回 情報共有による社会インフラの強靭化～システム技術の新たな挑戦課題～ 

第 33 回 強いぞ！日本 

～社会情報学の視点から東日本大震災からの復旧・復興を考える～ 

第 34 回 東日本大震災からの復興支援現場における支援活動 

～次世代に向けた日本の街づくりとして我々は何ができるのか～ 

第 35 回 エネルギーマネジメントの新しい局面～社会システムの構築段階を迎えて～ 

第 36 回 アート・デザイン・テクノロジー～近くて遠いその関係～ 

第 37 回 「未来学」の過去・現在・未来 

第 38 回 サービス学の成立 ～サービス科学・サービス工学の発展を受けて～ 

第 39 回 社会システム論で社会を読み解く 

第 40 回 社会デザインのためのエージェントベースシミュレーション 

第 41 回 社会的課題解決のためのイノベーション～社会システムとしての街づくり～ 

第 42 回 数学と産業の協働、データサイエンティストの育成 

～イノベーションの創出と促進に向けた先進的取組み～ 

第 43 回 経営高度化としての統合リスクマネジメント経営の考察 

第 44 回 ロボット活用社会の新潮流 

第 45 回 システムデザイン力を展望する 

第 46 回 第６次産業への取り組み－複数システムの連携による価値構築－ 

第 47 回 ４次産業革命に向けたサービス科学の役割とビジネス応用に向けた課題 

第 48 回 人工知能によるシステム構想力・統合力の強化 

～ものづくりプラス企業の実現に向かって～ 

第 49 回 ビジネスイノベーションが先導する第４次産業革命（IoT/インダストリ 

アル 4.0）の実現に向けた産・学・官の役割と課題とは 

第 50 回 未来洞察（Foresight）活動の取り組みの現状とその活用 

 －科学技術融合時代の先取りを目指して－ 

第 51 回 ヘルスケア・サイエンスの取り組みと現状 

             －医療に頼らない健康管理のためのヘルスケア－ 

第 52 回 IoT・ビッグデータ・AI 時代の企業間連携とプラットフォーム  

－センシングデータ利活用の可能性と課題－ 

※過去のフォーラムプログラムはＨＰ（http://www.trasti.jp/about.html#forum）でご覧いただけます 

■横幹技術協議会の主な活動実績 『横幹技術フォーラム』 

横幹連合との共催で定期的に開催している「横幹技術フォーラム」では、
複合的視点を必要とする企業課題への技術情報を提供しております。 

■企業の課題解決支援（プロジェクト活動） 

企業が抱える実問題に対し、他分野の専門家が共同してプロジェク

トを組みソリューションを追求するもので、さまざまな要素が絡み

合う複雑な課題へアプローチする、新たな産学連携の仕組みとして

注目されています。横幹技術協議会では、中核会員企業に初期のフィ

ジビリティスタディ段階のサービスを提供しています。 
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■参加会員（2018年 10月現在） 

【中核会員】 

株式会社 日立製作所 

【一般会員】 

鹿島建設 株式会社 

三菱重工業 株式会社 

            

 

 

横断型基幹科学技術

推進協議会（略称：横幹

技術協議会）は、企業を

会員として横幹科学技

術の推進活動を行って

います。 

「学」を中心とする横

幹連合と、「産」を主体と

する横幹技術協議会は

互いに緊密に連携しな

がら、横幹科学技術を推

進し、産業活動に生かす

ためのさまざまな活動

を行っています。横幹連

合と横幹技術協議会は、

車の両輪として、横幹科

学技術の学としての深

化と社会への活用に取

り組んでいます。 

（設立：2004年5月） 

横断型基幹科学技術推進協議会 
 

会長  桑原  洋  
日立マクセル(株)名誉相談役 

元  内閣府総合科学技術議会議議員 


